
星槎道都大学通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）に関する規程 

 

 本学は学生等の新たな教育機会の提供、現に社会福祉関係の職務に従事している者の再教育

を行うため、通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）を設け、本規程により精神保健福祉

士資格者の養成を行う。 

 

（目的） 

第 １ 条 本規程は、星槎道都大学学則（以下「学則」という。）第５３条第２項に基づき、

本学通信教育科の精神保健福祉士養成に関する事項について定める。 

   ２ この規程に定めるもの以外については、学則によるものとする。 

（課程） 

第 ２ 条 本学の附帯教育事業として、通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）を設置す

る。 

（位置） 

第 ３ 条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）を北海道北広島市中の沢１４９

番地に置く。 

（入学定員） 

第 ４ 条 本学の通信教員科精神保健福祉士養成課程（短期）の入学定員を次のとおりとする。 

入学定員  ４０名（１学級） 

（修業年限） 

第 ５ 条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）の修業年限を１０カ月とする。 

（入学資格） 

第 ６ 条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）に入学することのできる者は、

次の各号の一に該当する者とする。 

（１）福祉系４年制大学において精神保健福祉士法第７条第２号に規定する基礎科目

を修めて卒業した者 

（２）福祉系３年制短期大学において精神保健福祉士法第７条第２号に規定する基礎

科目を修めて卒業した者であって、指定施設において１年以上の相談援助の業務

に従事した者 

（３）福祉系２年制短期大学において精神保健福祉士法第７条第２号に規定する基礎

科目を修めて卒業した者であって、指定施設において２年以上の相談援助の業務

に従事した者 

（４）社会福祉士の資格を有する者 

（入学の出願） 

第 ７ 条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）に入学を志願する者は、所定の

入学願書に別表２に定める選考料および指定する書類を添えて所定の期日までに願

出なければならない。 

（入学者の選考） 

第 ８ 条 前条の入学志願者の選考は、書類選考により学長が許可する。 

（入学手続および入学許可） 

第 ９ 条 前条の選考の結果、合格の通知を受けた者は、所定の期日までに保証人を定め、本

学所定の書類を提出するとともに、所定の学費を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 



（保証人） 

第１０条 保証人については、学則第１７条を準用する。 

（授業科目） 

第１１条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）の授業科目および時間数は、別

表１のとおりとする。 

（授業の方法） 

第１２条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）の授業は、印刷教材等による授

業、放送授業、面接授業等のいずれかにより又はこれらの併用により行うものとする。 

   ２ 印刷教材等による授業は、印刷教材その他これに準ずる教材を送付若しくは指定し、

主としてこれにより学修させる授業をいう。 

   ３ 面接授業は、本学の校舎又は他の適当な場所において講義、演習、実験、実習若し

くは実技のいずれかにより又は併用により行う授業をいう。 

   ４ 印刷教材等による授業および放送授業の実施に当たっては、添削等による指導を併

せて行うものとする。 

（既修得単位の認定） 

第１３条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）において、教育上有益と認める

ときは、精神保健福祉士養成を行う大学等における学修を通信教育科精神保健福祉士

養成課程（短期）の授業科目の履修とみなすことができる。 

   ２ 指定施設において１年以上の相談援助業務に従事した後入学する者については、精

神保健福祉援助実習を免除する。 

（修了要件） 

第１４条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）を修了するためには、別表１に

定める授業科目および時間数を修得しなければならない。 

（科目の修得） 

第１５条 科目を修得するためには、授業科目を履修し、かつ試験に合格しなければならない。 

（試験の種類） 

第１６条 試験は科目履修試験、面接授業試験等とする。 

   ２ 印刷教材等による授業および放送授業科目の履修は、レポートを提出し、かつ指定

の時期に科目修得試験を受けなければならない。 

   ３ 面接授業に出席し、履修した授業科目については、指定の時期に面接授業試験を受

けなければならない。 

   ４ 科目修得試験、面接授業試験等は、その履修した授業科目について筆記、口述、レ

ポート、実技など適切な方法によって行う。 

（学修の評価） 

第１７条 学習の評価は、合格（１００点～６０点）、不合格（５９点以下）とする。 

（修了証明書） 

第１８条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）の修了要件を満たした者に修了

証明書を発行する。 

（休学） 

第１９条 休学については、学則第３０条第１項、同第２項、同第３項を準用する。 

（復学） 

第２０条 復学については、学則第３１条を準用する。 

（退学） 



第２１条 退学については、学則第３４条を準用する。 

（除籍） 

第２２条 次の各号の一に該当する者は除籍する。 

    （１）授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

    （２）死亡または長期行方不明の者 

（学費等） 

第２３条 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）の選考料、入学金、授業料およ

びスクーリング受講料は別表２のとおりとする。 

   ２ 本学の通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）の授業料等は、本学が指定する

所定の期日までに納付しなければならない。但し、事情によって延納・分納を許可す

る場合がある。 

（納付した選考料・学費等） 

第２４条 納付された選考料・学費等は原則として返還しない 

（規程の改廃） 

第２５条 この規程の改廃は、星槎道都大学通信教育科専任教員会議にて審議し決定する。 

 

附  則 この規程は、平成２６年４月１日より施行する。 

   ２ この規程の改訂は、平成２９年４月１日より施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



別表１

計 面接授業 印刷教材 実習

精神疾患とその治療 精神疾患とその治療 168 6 162

精神保健の課題と支援 精神保健の課題と支援 168 6 162

精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 84 3 81

精神保健福祉の理論と相談援助の展開 精神保健福祉の理論と相談援助の展開 336 12 324

精神保健福祉に関する制度とサービス 精神保健福祉に関する制度とサービス 168 6 162

精神障害者の生活支援システム 精神障害者の生活支援システム 84 3 81

精神保健福祉援助演習（専門） 精神保健福祉援助演習（専門） 168 6 162

精神保健福祉援助実習指導 精神保健福祉援助実習指導 252 9 243

精神保健福祉援助実習指導 精神保健福祉援助実習指導 210 210

1,638 51 1,377 210

※社会福祉士の「相談援助実習」を修得した者は、「精神保健福祉援助実習」のうち、精神科病院等の医療機関以外における

　実習６０時間分を免除する。

指定科目等の名称 開講科目の名称
授　業　時　間　数

合　　　　　　　計

星槎道都大学通信教育科精神保健福祉士養成課程（短期）カリキュラム表

 

別表２

学費等一覧

項目 備　　　　　考

選考料 10,000 円

入学金 30,000 円

授業料 110,000 円

学修管理費 10,000 円

スクーリング受講料 40,000 円

※実習免除者は不要

※社会福祉士の「相談援助実
習」履修者は，５００００円を免
除する。

合　　　計 380,000 円

金額

実習費 180,000 円

 

  


